第11回　施設処遇検討会議　議事録　H22.7.12

13:30～15:00

青山荘交流室

出席者：小笠原嘉紀・馬渕豊子・木村春子・須々田珠実

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中居則子・中村文洋・上平ユリ子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 欠席者：千葉C.E.O・秋山S.G.M・長谷部S.G.M・福士一

末政絵美・竹内一貴・兵藤拓明・三浦とし子・小向達也）

記　録：須々田珠実
議題

１：高柳和子様　（青山荘利用者様）の処遇について

２：袴田　淑子様　（青風荘利用者様）の処遇について

１：高柳和子様　（青山荘利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症　総胆管結石

問題点

①自分の思いを伝えられない（再発を防ぐ取り組み）

介入方法

・過度に気を使い、自分の思いや意思を満足に伝えられず、自分の中に溜め込む傾向がある。その為職員から積極的に話し掛け、また、一緒に余暇を過ごす時間を長くする事で本人がいつでも話せる環境を作る。

・調理教室の買い物や調理当番など、他者に気を使って話せない時などには、職員が介入していく。入所者同士の繋がりを持つように介入する。

・その都度、気を使わなくて良い事を直接伝え、場面ごと適切に他者と関われるように支援する。

②気分の落ち込みに対する対処方法（継続）

介入方法

・不安になると色々な人に電話をするが、電話では上手く伝えられない。対人交流が苦手で、相手の話し方など、気にされることが多くみられる為、気分の落ち込みがあった場合には、一人で考えず、すぐに職員へ相談するように促す。

退所に向けて、他部署スタッフとの交流も強める。

・余暇時間について、Wiiのゲーム機でボーリングを行ったり、カラオケ等を誘い、身体を動かしたり、歌を歌う事で気分転換を図る。

・退所に向けて自炊訓練は、土日に行っている。市役所等への手続きは、自分で出来るようになってきているが、不安がある場合には、職員が同行する事を伝えている。

③退所に向けて

・スケジュール作り（兄弟も共有）

・退所後の支援の共有

・不安感の軽減

介入方法

・退所に向けて7月～9月までのスケジュールを決めて兄弟の方にも共有して頂く。

・不安を訴える時には、職員が受診や買い物に同行し、また、外食を誘ったり不安の軽減を図る。
・アパート暮らしをする上で、生活費など具体的に算出しまた、近所付き合いなど上手く交流がもてるように、想像しながら練習をしていく。

　青明舎、訪問看護の利用。

・服薬は完全に自己管理していく。

＜評価＞

本人の希望としては9/30で退所し、単身アパート生活をしたいとのことだが、6/11、家族面談実施の際には、保護者様から今後については兄弟間で話し合って決めたいとの希望あり、現段階で確定していない。入所延長となった場合も本人様が納得できるよう能力評価を実施することで、出来ていないこと（自分の思いを伝える、気分の落ち込みへの対処）を理解していただき、職員と一緒に対処方法をパターン化して検討し、明確にしておく必要はある。出来ていることについては自己を過小評価する傾向にある為、その都度評価し自信に繋げる。退所に向けたスケジュール設定も同時に行っていく。また、退所前から青明舎、訪問看護等、家族以外にも不安ごとを相談できる機関との繋がりを作ることで、家族に依存せず、周囲の支援に頼りながらも自分なりの解決策を見出せるような介入を行っていく。

２：袴田　淑子様（青風荘利用者様）の処遇について 

病名：統合失調症　　　　　合併症　緑内症、子宮筋腫

問題点

①意欲低下が見られる

・日常生活のあらゆる場面に声掛けを要す

・基本的な日課ができない

・身の回りの整理ができず、部屋が乱雑である。

介入方法

· 余暇や休日は殆んど部屋に篭もって居眠りしており、無為に過ごしている為、本人の興味のある､漢字勉強、裁縫、音楽鑑賞等を促がしていく。

· 当番である時は前日に当番表を見るように促がし、当番である事を認識させる。

· ミ－ティングの時間に毎回遅れる為､朝食後は、通所準備をして時間までホールで過ごす様に声掛けをしていく。

· 頭髪の寝癖や汚れた衣類でも着続ける為、身なりを意識するよう、その都度声かけする。

· 衣類を区別無く収納する為、洗濯の済んだ衣類は速やかに整理する習慣をつけ、汚れた物は洗濯籠に入れる習慣をつけていく。

· 物忘れや、時間に合わせた行動が難しい為、生活全般において最低限出来なければならない事が定着できるまで本人独自の日課表を作成し(部屋に貼って置くものと携帯できる物)それを確認しながら行動できるように働きかけて行く。

· 定期的に振り返りを行ない、出来ている部分は評価して自信に繋げる。

②体脂肪率が高い（運動量が少ない）

介入方法

· 朝のラジオ体操の参加を促がし、健康プログラムで学習をしていく。

· 休日を利用して、荘内廊下のウォーキングや周辺散歩促していく。

· 間食に関しては、自己制限が難しい為､スタッフ同伴で毎週金曜日に買物に行き適量の購入を指導していく。夜間の間食は控えるように声掛けしていく。
＜評価＞

現状で自宅へ戻る事は困難と思われるが、上記介入を継続しながら現状から状態悪化しないよう見守っていく。物忘れや言われた事に対する反応の遅さ、理解力の低下が著明となってきている為、認知機能の検査実施についても検討してはどうか。

本人様は自宅へ戻ることを強く希望されているが、自宅受け入れについては家族から明確な了承は得られておらず、家族面談を実施し具体的に進展させていく必要がある。本人様にとって青風荘退所⇒自宅生活が最も関心のある事項であることを踏まえ、生活状況に関して御家族から本人様へ促しをしてもらうなど支援への協力を依頼する。現在63歳であり、2年後には介護認定調査を受けることを念頭に御家族との面談も踏まえて今後の方向性を検討していく。







